
  

リニア中央新幹線整備を地域振興に活かす伊那谷自治体会議の概要 

 

１ 日 時   平成 29年１月 20⽇（⾦） 午後１時から２時 30 分まで 

 

２ 場 所   県飯田合同庁舎 講堂（及び県庁知事室） 

 

３ 会議の成果 

 ○ 県及び地域(市町村等)の役割分担について確認 

    → 二次交通については、広域的な課題として取り組んでいく 

 

４ 会議内容(発言要旨) 

①リニアバレープロジェクトの今後の展開について 

 【知事】 

� 役割分担をクリアにした方がよい。誰が中心にやっていくかを決めて、伊那谷自治体に逐次報告をし

ていってはどうか。 

【出席者】 

� 二次交通はＪＲ飯田線の高速化が必要。スピードを速くしないと二次交通とならないし、乗換新

駅までのアクセス方法や移動手段を明確にしないといけない。県で描いてもらいたい。 

� 移住定住や産業振興は各市町村が主体で、全体を県が応援するイメージ。 

� 基本的な⽅向性はまとめたとおりで良いと思う。 

� 広域観光について、ルート設定や全体のプロモーションは、上下伊那一緒に取り組めると思う。ＤＭ

Ｏはどう連携するかを一緒に考えていけばよい。  

� 二次交通は、県にリーダーシップをとっていただき、各自治体はスピード感をもって取組む。 

� ⺠間投資は１自治体では難しい面もあり、県も一緒にやることが早い。 

� 景観も三風の会の取り組みなど広げていく。企業への動機付けにもなる。 

� 二次交通については、上下伊那では道路を開けても条件が違う。下伊那では、絵を描いても進まな

いのが現状であり、リニア駅からのインフラ整備は国県へお願いする。 

� 二次交通のリーダーシップは県でお願いする。併せて R153 のバス運⾏なども考えてはどうか。 

� ⼟地利⽤などは基礎⾃治体中⼼となるが、市と町村では⼒量が違う。 

【知事】 

� ⼆次交通に関して強い要望があると理解。県としても取り組んでいきたい。 

� また、二次交通は駅周辺をどうするかということとセットの部分があるため、平⾏して考えないとい

けない。リニア駅や乗換新駅の考え⽅に対する議論も必要。 

資料 １ 



  

 

②リニア⻑野県駅(仮称)の周辺整備について 

【出席者】 

� 10年後の交通体系や需要を⾒越した視点で考える必要がある（自動運転、動く歩道）。 

� 駐⾞場数はどのくらいあるのか。また、乗換新駅までのアクセス⽅法はどうなるのか。リニア駅と飯田線

とは高低差がかなりある。 

    ⇒ 【飯田市】 

� 駐⾞場数は、Ｐ＆Ｒとして 750 台を想定。6,800 人/⽇の乗降客数等をもとに推計をした。 

� 新しい交通への研究や施設的なものも検討していく。 

 【出席者】 

� 飯⽥線の利⽤として、今年信州ＤＣの本番もあるため、「あずさ」を伊那谷へ乗り入れることを提案

していってはどうか。「山」をテーマに各アルプスを目的に、岡⾕で切り離し飯⽥線へ⼊ってくる。こういっ

たことをＪＲ東海や東日本などと一緒に取り組めればおもしろい。 

� 地元としては駐⾞場整備の要望が⼀番だが、それは⾞の活⽤が便利だからである。外の人はどう思

うのか。どういう乗り物やルートを使ってどこへ⾏くのか。具体的に考えないといけない。 

� 飯⽥から北方面の飯田線を考えると、特急を２〜３本⼊れて欲しい。通勤や通学、観光など目的

により⾞両を変えるなど考えて欲しい。 

� 飯田市の周辺には高森町や喬木村などがある。そういったところも一緒に考えていって欲しい。 

� ＩＣＴやＩＯＴなど新しい産業を含め、産業のイメージづくりを今からしていかないといけない。世界

の中の信州や伊那⾕といった、マッチングと発信についての戦略も⼤切。 

 【知事】 

� 飯田線活用の提案をいただいた。信州ＤＣでも考えていきたい。 

� 県内には、⼭梨県駅や岐⾩県駅を使う⽅もいると思うが、そういった方たちも含め、⻑野県駅を利⽤

してもらうための必然性が大事。 

� 静岡県知事との懇談では、静岡は内陸へ目を向けていくようである。三遠南信等により、積極的な

人の呼び込みを図っていきたい。 

� 飯田線との結節は、飯田市も前向きに考えており、県も一緒に考えていきたい。 

� ⼆次交通をどう組み⽴てるかによって駅前広場も変わってくる。リニア駅は 10 年後を⾒越し、⻑

野県駅として相応しいものを考える。 

� リニア駅周辺の外側の⼟地利⽤についても議論が必要。 

� リニア県駅を中心にどう地域を作っていくか。早くコンセプトを決めて進めていく。また、県へ期待さ

れている部分は⼆次交通であると認識。  

� 地域振興局が⽴ち上がるのにあたり、県の次期５ヵ年計画も地域編を強化していきたい。 
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を

活
か

し
た

ま
ち

づ

くり
の

展
開

【出
典

】

IN
A

 V
a
lle

y
 リ

ニ
ア

・ム
ー

ヴ
メ

ン
ト

1
0

【出
典

】

駒
ヶ
根

市
ま

ち
づ

くり
構

想
図

、
「中

央
ア

ル
プ

ス
山

麓
」活

用
プ

ラ
ン

概

要
等

広
域

的
な

取
組

と
地

域
的

な
取

組
、
及

び

主
体
に
つ
い
て
の
整
理

具体の取組事項

�
戦
略
的
な
移
住
定
住
・
⼆
地
域
居
住
策

の
展
開

•
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

人
材

(I
T
、
ア

ー
ト

、
起

業
家

な
ど
)の

誘
致

•
受

入
環

境
(イ

ン
フ

ラ
：

居
住

、
教
育

、
医

療
等

)整
備

と
効
果

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

展

開 �
観
光
に
お
け
る
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
形
成

•
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
に

基
づ

く観
光

開
発

(理

由
・目

的
・必

然
性

の
追
求

)

•
⾷
や
農
、
⾃
然
、
健
康
⻑
寿
を
テ
ー
マ
と
し

た
体
験

型
観

光
ツ

ー
リ
ズ

ム

•
ア

ル
プ

ス
に
着
目

し
た

山
岳

観
光

地
づ

くり
、

広
域

観
光

ル
ー

ト
形

成

•
山
岳

観
光

開
発

に
お

け
る
規
制
緩

和
、
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
の

活
用

•
ハ

イ
エ

ン
ド

の
リ
ピ

ー
タ

ー
対
象

と
し

た
ホ

テ
ル

、

旅
館

、
オ

ー
ベ

ル
ジ
ュ
等

の
誘

致

•
イ

ン
バ
ウ

ン
ド
対
応

(観
光

案
内

、
公
衆
無

線
L
A

N
な

ど
)

•
観

光
に

携
わ

る
人

材
の
育

成
、
関

係
機

関

な
ど
の

誘
致

■
リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
取
組

・
魅
⼒
発
信
施
設
の
整
備

(賑
わ
い

の
あ

る
ハ

イ
ウ

ェ
イ
オ

ア
シ

ス
的

な
施

設

整
備

)

・
地
域
の
魅
⼒
の
紹
介
や
体
験
を
通

じ
て
訪
問

し
た

くな
る

に
よ

る
仕
掛

け
づ

くり ■
交
流
・
定
住
、
⽥
園
回
帰
の
推
進

・田
舎

へ
還
ろ
う
戦
略

・
利
便
性
と
暮
ら
し
や
す
さ
を
追
求
し

た
居
住

エ
リ
ア

の
整

備

・低
炭

素
な
暮

ら
し

の
創

造
(環

境
配

慮
型
住
宅
整
備
の
推
進

)

・農
あ

る
暮

ら
し

の
推

進
、
ワ

ー
ク

イ
ン

レ
ジ
デ

ン
ス

■
魅
⼒
発
信
・
観
光
振
興
の
取
組

・新
た

な
観

光
施

設
の

創
造

(天
龍

峡
の
再
⽣
と
遠
⼭
郷
の
魅
⼒
発
信

)

・飯
田

型
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

発
展

(サ
イ

ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
農
家
⺠
泊
、
体
験
教

育
旅
⾏

)

■
移
住
・
定
住
(「
農
林
+
教
育
]に
よ

る
ア
プ
ロ
ー
チ
)

・
体
験
交
流
の
推
進

グ
リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
等

推
進

・
⼈
⼝
流
⼊
の
促
進

二
地

域
居
住

の
促

進
、
ト

ー
タ

ル

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

・
農
林
業
の
就
業
促
進

・コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機

能
の

強
化

田
舎
暮

ら
し

モ
デ

ル
地

域
の
指
定

・独
自

の
教
育
風
土

・郷
土
愛

の
醸

成

■
観
光
(グ
ロ
ー
バ
ル
・ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
実
践
)

・広
域

観
光

の
推

進

ビ
ジ
ネ
ス
利
⽤
の
促
進

(M
IC

E
)、

観
光
戦
略
組
織
づ
く
り
(D

M
O

)等

・イ
ン
バ
ウ

ン
ド

の
推

進

他
圏
域
と
の
連
携
協
⼒
体
制

・山
岳

観
光

の
拠

点
づ

くり

２
つ

の
ア

ル
プ

ス
の

自
然

景
観

の
保

全
、
ジ
オ
パ

ー
ク

・エ
コ
パ

ー
ク

の
活

用

・観
光
資
源

の
発
掘

■
官
⺠
連
携
に
よ
る
定
住
促
進

･田
舎
暮

ら
し

駒
ヶ
根

推
進
協

議
会

･
移
住
者
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・農
業

の
担
い

手
の
育

成

■
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
地

域
づ
く
り

･D
M
O

構
築
（

広
域

、
着

地
型
）

･
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
、
外
国
⼈
誘
客

■
中
央
ア
ル
プ
ス
山
麓
活
用
プ
ラ
ン

・ロ
ー

プ
ウ

ェ
イ

と
駒

ヶ
根
高
原

の
一

体

的
な
魅
⼒
づ
く
り

・悪
天
候

で
も
楽

し
め

る
観

光
拠

点

づ
くり

(例
:s
p
a
リ
ゾ

ー
ト

)

■
中
央
ア
ル
プ
ス
の
ジ
オ
パ
ー
ク
化
・

国
定
公
園
化
の
推
進

・世
界

基
準

の
山
岳

観
光

地
づ

くり

■
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
ま
ち

・自
然

を
活

か
し

た
「食
×
農
×
医

」を

取
り
込
ん
だ

健
康

観
光

の
開

発

■
⻘
年
海
外
協
⼒
隊
訓
練
所
を
活

か
し
た
⼈
材
育
成
、
国
際
交
流

･
語
学
キ
ャ
ン
プ
、
国
際
理
解
教
育
の

推
進

�
移
住
定
住
・
二
地
域
居
住
の
推
進

○
広
域

(県
)

市
町
村
が
進
め
る
移
住
推
進
策
の
支
援

○
地
域

(市
町

村
)

・受
入
環
境
の
整
備

・移
住
エ
リ
ア
の
整
備
(ゾ
ー
ニ
ン
グ
)

・移
住
相
談
・フ
ェ
ア
の
実
施
等
を
含
め
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョン
の
展
開

�
広
域
観
光
の
推
進

○
広
域

(自
治

体
会

議
、
県

)

・広
域
D
M
O
の
⽴
上
げ
の
検
討
(広
域
的
観
光

推
進
体
制
の
検
討
)

・観
光
開
発
等
に
伴
う
規
制
緩
和

・リ
ニ
ア
駅
周
辺
で
の
広
域
的
な
観
光
案
内
の
仕

組
の
検
討
(飯
田
市
の
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
と
連

携
し
て
検
討
)

○
地
域

(市
町

村
)

地
域
の
観
光
資
源
を
活
か
し
た
観
光
振
興
策
の

推
進
・観
光
商
品
の
開
発

リ
ニ
ア
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
取
組
の
整
理
②

2

②
移
住
定
住
・
広
域
観
光

※
事
務
局
整
理



③
リ
ニ
ア
を
活
か
し
た
産
業
振
興

地
域
と
し
て
の
取
組
事
例

テ
ー
マ
設
定
・
取
組
主
体
・
展
開
方
針

飯
田
市

伊
那
市

駒
ヶ
根
市

摘要

〈
取
組
コ
ン
セ
プ
ト
〉

�
リ
ニ
ア
開
業
を
⾒
据
え
た
次
世
代
産

業
創
出

【出
典

】

「リ
ニ

ア
駅

周
辺

整
備

基
本

計
画

」

の
考

え
方

、
リ
ニ

ア
を

活
か

し
た

ま
ち

づ

くり
の

展
開

【出
典

】

IN
A

 V
a
lle

y
 リ

ニ
ア

・ム
ー

ヴ
メ

ン
ト

1
0

【出
典

】

駒
ヶ
根

市
ま

ち
づ

くり
構

想
図

、
「中

央
ア

ル
プ

ス
山

麓
」活

用
プ

ラ
ン

概

要
等

広
域

的
な

取
組

と
地

域
的

な
取

組
、
及

び

主
体
に
つ
い
て
の
整
理

具体の取組事項

�
伊
那
谷
の
強
み
を
活
か
し
た
産
業
振
興

•
航
空
宇
宙

産
業
分
野

と
連

携
し

た
産

業
振

興

•
農
畜

産
業

の
活
性

化
(ア

グ
リ
イ
ノ
ベ

ー

シ
ョ
ン

)策
の

推
進

•
農

産
物

の
新

た
な

ブ
ラ

ン
ド

化
と
付
加
価

値
の
高
い

ア
グ

リ
ビ
ジ

ネ
ス

推
進

•
豊
か
な
森
林
資
源
の
活
⽤

�
グ
ロ
ー
バ
ル
活
動
拠
点
を
目
指
し
た
取

組 •
国
際
空
港

と
の
近
接
性

を
活

か
し

、
外

資
系
企

業
や

グ
ロ

ー
バ

ル
活

動
圏

で
活

動

す
る
企

業
の

本
社

、
研

究
機

能
な

ど
中
枢

機
能
の
⽴
地
促
進

■
新
た
な
産
業
振
興
の
拠
点
形
成

・様
々

な
「知

」が
集
積
す

る
産

業

振
興

拠
点

の
形

成
(航
空
宇
宙

産

業
ク

ラ
ス
タ

ー
形

成
特
区

、
研

究
開

発
事

業
の

拠
点

施
設

、
信
州
大

学

航
空

機
シ

ス
テ

ム
共
同

研
究
講
座

開
設

)

■
企
業
誘
致
の
取
組

・本
社

機
能

・研
究

開
発

型
企

業

の
誘

致

■
地
域
経
営
事
業
体
と
の
協
働

・地
域

に
根
ざ

し
た

産
業

を
支
援

・６
次

産
業

化
の

推
進

■
農
林
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築

・地
域

産
材

(遠
山
杉

)

・市
田
柿

■
雇
用
(リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・カ
ン
パ
ニ
ー
の

育
成
)

・大
学

生
等

の
地
元
定
着

(就
職
準

備
合
宿

の
開
催

、
企

業
情
報

の
収

集
と
求
職
マ
ッ
チ

ン
グ

)

・
⼥
性
の
活
躍
の
場
の
創
出

・働
き

方
改
革

の
推

進

■
産
業
(未
来
創
造
型
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
構
築
)

・「
知

」の
循

環
に

よ
る

地
域
ソ

リ
ュ
ー

シ
ョ
ン

(ア
グ

リ
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン

推
進

、

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
形

成
)

・自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

・テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の

活
用

・６
次

産
業

化
の

推
進

■
も
の
づ
く
り
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

・
次
世
代
成
⻑
産
業
の
振
興
、
中
⼩

企
業

の
経
営

基
盤

強
化
（

テ
ク
ノ

ネ
ッ
ト

駒
ヶ
根

等
）

・雇
用

の
場

の
拡
大

に
向

け
た
企

業

誘
致

、
雇

用
確
保

・人
材

の
確
保

と
育

成

■
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
働
き
方
改
革

・企
業

誘
致

や
テ
レ

ワ
ー

ク
の

た
め

の

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ
ス

の
整

備

・U
IJ
タ

ー
ン
促

進
、
人

材
確
保

■
健
康
産
業
の
集
積

・
健
康
⻑
寿
を
背
景
に
地
域
基
幹
病

院
、
県
⽴
看
護
⼤
学
と
の
連
携

■
６
次
産
業
化
に
よ
る
産
業
振
興

・特
産
品

開
発

に
よ

る
地

域
ブ

ラ
ン

ド

の
創

造
（

地
ビ

ー
ル

、
ウ

イ
ス
キ

ー
）

�
産
業
振
興
の
推
進

○
広
域

(県
)

・航
空

機
シ

ス
テ

ム
分
野

の
拠

点
づ

くり

・農
畜

産
業

の
活
性

化
と
ブ

ラ
ン

ド
化

推
進

・農
業

と
地

域
の
食
品
製

造
業

と
の

連
携

や

都
市
農
村
交
流
な
ど
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

・
森
林
資
源
の
活
⽤

・市
町

村
の

取
組

(企
業

誘
致

等
)の

支
援

○
地
域

(市
町

村
）

構
想

・計
画

に
基

づ
く産

業
振

興
施

策
の

推

進 �
I
C
T
利
活
⽤
の
推
進

○
広
域

(県
、
市
町
村
、
⺠
間

)

・実
証

実
験

、
モ
デ

ル
事

業
の

展
開

、
参

画

(医
療
・
福
祉
、
教
育
分
野
等

)

・ス
マ

ー
ト
農

業
の

展
開

○
地
域

(市
町
村
、
⺠
間

)

情
報

通
信

基
盤

の
改
善

、
整

備

リ
ニ
ア
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
取
組
の
整
理
③

3

■
リ
ニ
ア
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
県
域
を
ま
た
い
だ
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
岐
⾩
県
・
⼭
梨
県
と
の
連
携
を
想
定

【
想
定
テ
ー
マ
】
山
岳
観
光
、
芸
術
文
化
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
巨
大
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど

③
産
業
振
興

※
事
務
局
整
理



１
検

討
内

容

①
設

置
位

置
及

び
駅

舎
の

構
造

(費
用
負
担
の
あ
り
方
)

②
①

に
関

す
る

Ｊ
Ｒ

東
海

と
の

調
整

③
JR
飯
⽥
線
の
利
便
性
・
速
達
性
の
向
上

④
リ

ニ
ア

駅
と

の
ア

ク
セ

ス
手

法

(近
未
来
技
術
を
含
め
た
検
討
)

２
体

制

(ア
)
①
〜
③
に
関
す
る
検
討

•
飯
田
市
(検
討
主
体
)、
伊
那
市
、
駒
ヶ
根
市
、
上
伊
那
広
域
連
合
、
南
信
州
広
域
連
合

•
県
(リ
ニ
ア
整
備
推
進
局
、
交
通
政
策
課
、
上
伊
那
地
方
事
務
所
、
下
伊
那
地
方
事
務
所
)

9
名

※
構
成
機
関
の
部
課
⻑
及
び
事
務
局
⻑
で
構
成

※
技
術
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
･運
輸
機
構
、
(公
財
)鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
な
ど
の

専
門
機
関
の
助
⾔
を
得
な
が
ら
議
論
を
進
め
る
。

３
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
(案

)

④
リ
ニ
ア
駅
と
乗
換
新
駅
間
の
ア
ク
セ
ス
検
討
(駅
周
辺
整
備
と
調
整
)

移
動
手
段
と
し
て
の
近
未
来
技
術
(⾃
動
運
転
⾞
両
等
)導
入
等
の
検
討

②
JR
東
海
と
の
調
整

乗換新駅

設置検討

アクセス

検討

2
0
2
7

費
用
負
担
の
あ
り
方

工事工事

2
0
1
6

検討体制の立上げ

東京～名古屋 開業

2
0
1
9

(イ
)

④
に

関
す

る
検

討
(上

記
の

(ア
)に

加
え

る
)

•
有
識
者
(都
市
計
画
、
交
通
政
策
)

•
関
係
の
⺠
間
事
業
者
(交
通
、
技
術
)

(ア
)＋

α
 名

JR
飯

田
線

乗
換

新
駅

設
置

に
関

す
る

検
討

会
議

(プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
)

①
駅
位
置
及
び
構
造
検
討

※
飯
田
線
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
活
性
化

期
成
同
盟
会
に
お
い
て
別
途
検
討
し
て
い
く
。 ③
JR
飯
⽥
線
の
利
便
性
・
速
達
性
の
向
上

〔1
月
2
0
日
〕伊
那
谷
自
治
体
会
議
資
料
③


